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はじめに 

 私たちのまち寒川は、神奈川県のほぼ中央に位置し、相模川、目久尻川、小

出川の３つの河川が流れ、越の山のみどりなどの豊かな自然環境、寒川神社を

はじめとした歴史的な文化環境に育まれ、さらに、相模川沿いの工場地帯など

の産業面の進展や、さがみ縦貫道路の全線開通など、生活の利便性の向上とと

もに発展してきました。 
 

近年、環境問題については、公害への対応や衛生的な生活環境の保全といっ

た従来からの課題だけでなく、地球温暖化の進行によって引き起こされる気候

変動に伴う自然災害の顕在化や、食品ロス及びマイクロプラスチック問題への

対応などの新たな課題が明らかになっております。 
 

これらの多様化する環境問題に対応していくため、第３次寒川町環境基本計

画を策定し、令和３年度より令和１４年度までの町の環境に関する計画とし

て、その計画期間がはじまりました。 
  

 この計画における令和３年度から令和６年度までの期間を前期期間とし、こ

の４年間で注力し、着実に実施する取り組みを「重点プロジェクト」として位

置付けています。 
 

 この計画では、都市型公害や身近な環境汚染に関わる取り組みをはじめ、地

域の豊かな自然の保全や創造に関する取り組み、地球温暖化対策に関わる省エ

ネルギーや、再生可能エネルギーの利用の推進及び気候変動への適応の取り組

み、ごみの減量化や適正処理及びリサイクルの推進の取り組み、及び清潔で美

しいまちなど、快適な都市環境の形成に関わる取り組みを対象としています。 
 

 その中でも、昨今の不安定な国際情勢を受けたエネルギー価格の高騰や供給

不足への恐れなど、これまでに想定しえなかった事態に直面することとなりま

した。 
 

 このような特殊な状況が好転することがない中で、この計画と茅ヶ崎市と共

同表明した「茅ヶ崎市・寒川町気候非常事態宣言」に基づき、より一層の省エ

ネルギーの推進や再生可能エネルギーの利用の促進など、町として進めていく

べき取り組みを着実に推進してまいります。しかし、これからの大きな環境の

変化、特に気候変動などの地球規模の問題においては、事業者や団体との連携

はもちろんのこと、町民一人ひとりの心がけと取り組みを欠かすことはできま

せん。町民の皆様には節電や節水、省エネ家電への買い換えなど、身近なとこ

ろから取り組んでいただけるようご協力をお願いいたします。 
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寒川町環境報告書の趣旨 

寒川町では、環境の保全及び創造に関する基本理念を示した「寒川町環境基本条例（平成 13年

3 月制定）」に基づき、平成 15年 3月に町が目指す望ましい環境像の実現に向けた施策を体系別・

方向別に掲げた「寒川町環境基本計画」を策定しました。その後、平成 20年 3 月に寒川町環境基

本計画を改訂し（中間見直し）、平成 24 年 3 月に第 2 次寒川町環境基本計画を策定し、取り組み

を推進してきました。 

その後、社会状況等が大きく変化する中、上位計画である「寒川町総合計画 2040」との整合性

を図りながら、多様化する環境問題に対応し、次世代までの町民誰しもがこころ穏やかに暮らせ

るまちとなることを念頭に第 3 次寒川町環境基本計画を策定し、新たな取り組みを始めました。

計画期間は令和 3 年度から令和 14 年度の 12 年間とし、前期・中期・後期の 4 年毎に計画や取り

組み施策の見直しが必要か検討するものとしています。 

環境報告書は、寒川町環境基本条例第 10 条の規定に基づき、環境の現状や環境基本計画に基づ

き実施された前年度の施策の取り組み等の進捗状況の点検・評価をとりまとめたもので、町民・

事業者等に公表することにより、各主体の参加のもとで取り組みを進めていきます。 

「PDCA サイクル」は、「環境報告書」を通じた「毎年度のサイクル（進行管理）」と「計画全体

を見直すサイクル」を継続していきます。 

■寒川町環境基本計画の進行管理の仕組み（PDCA サイクル）

■「環境報告書」を通じた毎年度の PDCA サイクル（進行管理）

P （計画立案） 予算を確定し、取り組みの変更、追加を行います。 

D （実践） 本計画に基づき、取り組みを推進します。 

C （点検・評価） 環境の現況及び環境指標の点検、施策の進捗状況の点検などを行います。 

A （見直し） 翌年度の取り組みや予算への反映方針を検討します。 
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■「環境報告書」の作成の手順 

①「環境指標」、「各種環境データ」、「環境施策の取り組み状況」を報告する 

【 進行管理担当課・関係各課 ⇒ 事務局 】 

②環境報告書（案）を取りまとめる                   【 事務局 】 

③環境報告書（案）を「環境調整委員会・同専門部会」へ報告する 

【 事務局 ⇒ 環境調整委員会・同専門部会 】 

④環境報告書（案）を「環境審議会」へ報告し、意見をもらう【 町長 ⇒ 環境審議会 】 

⑤環境審議会での意見を含め、環境報告書を取りまとめ、町民へ公表する 

【 町長 ⇒ 町民・事業者 】 

⑥環境報告書の内容を翌年度予算に反映させる            【 関係各課 】 
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第 3次寒川町環境基本計画について 

（１）計画の体系

第 3 次寒川町環境基本計画では、望ましい環境像を「環境と人が共生し、次世代まで良好な環

境が受け継がれ“新化”するまち さむかわ」とし、この望ましい環境像を目指して、５つの基

本目標【健康で、安心して暮らせるまちの形成】、【自然との共生】、【低炭素社会の形成】、【循環

型社会の形成】、【快適なまちの形成】を定めています。 

「“新化”するまち」とは、つながる力により、チャレンジ精神にあふれ、前向きで成長を実感できる状態

を目指す理想の状態と考え、様々な社会経済環境の変化の中にあっても、新しく生み出しながら進んでいく

ことを意味する「新化」を、寒川町独自の言葉として表現しています。 
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（２）環境指標、町の取り組み、施策の方向性、具体的な取り組み

 望ましい環境像を実現するための基本目標に基づき、環境指標、施策の方向性、具体的な取り

組みを以下のように設定しています。 

【基本目標１】健康で、安心して暮らせるまちを形成します 
【取り組み方針】1-１空気と水をきれいにする 

環境指標の項目 
現状及び基準
年度実績値（R

元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

NO2の各測定箇所での環境基準達成率 100％ 100％ 100％ 100％ 
SPMの各測定箇所での環境基準達成率 100％ 100％ 100％ 100％ 

町内における電気自動車導入累積台数 68 台 88 台 108 台 128 台 

工場、事業所からの排水基準の適合率 
県測定 100％ 100％ 100％ 100％ 
下水道課測定 

77.8％ 
100％ 100％ 100％ 

公共下水道人口普及率 93.19％ 94.60％ 95.72％ 96.85％ 
公共下水道水洗化率（下水道供用済人口比） 97.59％ 98.09％ 98.49％ 98.89％ 

BOD の環境基準適合率    ・目久尻川
・小出川
・一之宮幹線（一之宮第 2排水路）

100％ 100％ 100％ 100％ 
29.2％ 29.2％ 37.5％ 41.7％ 
83.3％ 91.7％ 100％ 100％ 

地下水の環境基準適合率 71.4％ 71.4％ 85.7％ 100％ 

公害苦情件数（大気汚染に係る苦情件数） 
11 件 

（屋外焼却含む） 
毎年、前年度より減らす 

水質事故件数（水質事故に係る対応件数） 5 件 毎年、前年度より減らす 
【町の取り組み】1-1-1 大気環境の保全 

施策の方向性 具体的な取り組み 

工場・事業所等からの大気汚
染防止を推進します 

県と連携して大気汚染防止法等の法令に基づく規制、基準の遵守について指導します。 
屋外焼却（野焼き）について法令等に基づく規制・指導を徹底するとともに、屋外焼却防止の
普及・啓発を推進します。 

自動車からの排気ガス抑制
に向けた取り組みを推進しま
す 

アイドリングストップをはじめとするエコドライブの促進とノーカーデーを呼びかけます。
燃料電池自動車、電気自動車、天然ガス自動車、ハイブリッド自動車などの低公害車や次
世代自動車の利用を促進します。 

大気汚染に係る情報収集、情
報提供を図ります 

町内の大気環境に係る調査を実施します。 
日常生活や事業活動における大気汚染の防止に資する取り組み等について、町民や事業
者に情報提供を行います。 
関係機関と連携を図りながら、大気汚染関連情報の収集を行い、公害苦情相談に適切に対
応し、その解決に努めます。 

【町の取り組み】1-1-2 水質環境の保全 
施策の方向性 具体的な取り組み 

工場・事業所からの水質汚濁
防止を推進します 

県と連携して水質汚濁防止法等の法令に基づく規制、基準の遵守について指導します。 
公共下水道へ接続する工場・事業所からの排水について水質検査を行います。 
水質事故・水質汚濁の原因究明と発生防止に努めます。 

生活排水対策を推進します 

生活排水に対する配慮についての情報提供を行います。 
下水道事業計画に基づいた計画的・効率的な下水道の整備を進めます。 
公共下水道への接続を促進します。 
老朽化した下水道の計画的な維持管理・整備を進めます。 

農業排水対策を推進します 農業排水に関連する指導や啓発等を実施します。 

水質汚濁や地下水汚染に係
る情報収集、情報提供を図り
ます 

町内の河川等の水質に係る調査を実施します。 
日常生活や事業活動における水質汚濁の防止に資する取り組み等について、町民や事業
者に情報提供を行います。 
関係機関と連携を図りながら、水質汚濁関連情報の収集を行い、公害苦情相談に適切に対
応し、その解決に努めます。 
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【取り組み方針】1-2 生活に不快感を与える騒音や悪臭等を防止する 

環境指標の項目 
現状及び基準年
度実績値（R元） 

達成目標 
前期 中期 後期 

道路交通騒音の環境基準達成率 100％ 100％ 100％ 100％ 
道路交通振動の要請限度達成率 100％ 100％ 100％ 100％ 
臭気の規制基準値の達成状況 100％ 100％ 100％ 100％ 

公害苦情件数   ・騒音に係る苦情件数
・振動に係る苦情件数
・悪臭に係る苦情件数

17 件 
毎年、前年度より減らす 1 件 

6 件 
【町の取り組み】1-2-1 騒音・振動の防止 

施策の方向性 具体的な取り組み 
工場・事業所、建設作業等か
らの騒音・振動の防止を推進
します 

騒音規制法や振動規制法等に基づく規制、基準の遵守について指導します。 

公共工事における騒音・振動への配慮を徹底します。 

道路交通騒音・振動の防止を
推進します 

幹線道路網の整備により、生活道路への通過交通量を削減します。 
道路の維持補修等による道路面の適正な維持・管理に努めます。 
交通量の多い幹線道路については、関係機関と連携し、騒音、振動の低減対策に努めま
す。 
アイドリングストップをはじめとするエコドライブの促進とノーカーデーを呼びかけます。【再
掲】

騒音・振動に係る情報収集、
情報提供を図ります 

町内の騒音・振動に係る調査を実施します。 
日常生活や事業活動における騒音・振動の防止に資する取り組み等について、町民や事業
者に情報提供を行います。 
関係機関と連携を図りながら、騒音・振動関連情報の収集を行い、公害苦情相談に適切に
対応し、その解決に努めます。 

【町の取り組み】1-2-2 悪臭の防止 
施策の方向性 具体的な取り組み 

工場・事業所、畜産からの悪
臭の防止を推進します 

悪臭防止法等に基づく規制、基準の遵守について指導します。 
県と連携して、家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律に基づく規制、
基準の遵守について指導します。 

悪臭に係る情報収集、情報提
供を図ります 

町内の臭気に係る調査を実施します。 
日常生活や事業活動における悪臭の防止に資する取り組み等について、町民や事業者に
情報提供を行います。 
関係機関と連携を図りながら、悪臭関連情報の収集を行い、公害苦情相談に適切に対応
し、その解決に努めます。 

【取り組み方針】1-3 災害・事故時等の生活環境対策を推進する 

環境指標の項目 
現状及び基準年
度実績値（R元） 

達成目標 
前期 中期 後期 

ダイオキシン類の大気調査における最大値 
最大値 

0.031pg-TEQ/㎥ 
環境基準値（0.6pg-TEQ/㎥） 

以下の維持 

ダイオキシン類の水質調査における最大値 
最大値 

0.28pg-TEQ/ｌ 
環境基準値（1.0pg-TEQ/ｌ） 

以下の維持 

ダイオキシン類の土壌調査における最大値 
最大値 

3.8pg-TEQ/ｇ 
環境基準値（1,000pg-TEQ/ｇ） 

以下の維持 

ダイオキシン類の底質調査における最大値 
最大値 

4.9pg-TEQ/ｇ 
環境基準値（150pg-TEQ/ｇ） 

以下の維持 

地盤沈下の状況 
2 ㎝以上沈下し
た水準点なし 

（調査地点 20 地点） 

年間 2㎝以上沈下した 
水準点がないこと 

【町の取り組み】1-3-1 有害化学物質の漏洩防止、災害・事故時等の拡散防止等における生活環境対策 
施策の方向性 具体的な取り組み 

有害化学物質の漏洩防止
や、災害・事故時等の拡散防
止を推進します 

県と連携してダイオキシン類対策特別措置法等に基づく規制・基準の遵守について指導しま
す。 
県と連携して工場・事業所等からの有害化学物質によるリスクを減らすため、PRTR 制度の
趣旨に基づく自主管理の徹底を図るよう指導します。 
農薬、除草剤等の適正使用や管理について指導に努めます。 
分別収集の徹底等適正な廃棄物処理を推進し、有害ごみによる汚染を未然に防止するよう
に努めます。 
災害・事故時等における有害化学物質の拡散防止等について関係機関と共に適切に対応
します。 

有害化学物質等に係る情報
収集、情報提供を図ります 

町内におけるダイオキシン類に係る調査を実施します。 
放射性物質について、必要に応じた測定を行い安全性について監視するとともに、町民に
対して情報提供を行います。 

【町の取り組み】1-3-2 土壌汚染、地盤沈下の防止 
施策の方向性 具体的な取り組み 

土壌汚染、地盤沈下の防止
を推進します 

県と連携して土壌汚染、地盤沈下を防止するため、法令などに基づく規制、基準の遵守につ
いて指導します。 

土壌汚染、地盤沈下に係る情
報収集を行います 

町内における地盤沈下に係る調査を実施します。 
事業所による地下水の揚水量、地下水位の状況を把握します。 
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【基本目標２】歴史とともに育まれた自然と共生します 
【取り組み方針】2-1 農地を保全し、農地の持つ環境保全機能を強化・活用する 

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

遊休農地面積 3.47ha 3.3ha 3.2ha 3.1ha 
農産物直売施設数 24 箇所 24 箇（現状維持） 
家庭菜園区画数 179 区画 179 区画（現状維持） 
エコファーマー認定農家数 5 戸 5 戸（現状維持） 

【町の取り組み】2-1-1 農地の保全、活用 
施策の方向性 具体的な取り組み 

貴重な自然資源である農地を
保全します 

遊休農地の解消に努めます。 
農地の認定農業者等への集約化を推進します。 
地域の農業育成と地場農産物の品質向上を推進します。 
地産地消を推進します。 
エコファーマー制度の登録・認定に関する普及啓発を推進します。 
家庭菜園の利用を促進します。 
農業体験を支援します。 

農地の持つ環境保全機能を
強化し、活用します 

環境保全型農業を推進します。 
農地の持つ、生物多様性・貯水・気温調整等の役割を活用します。 

【取り組み方針】2-2 生きものの生息空間を保全し、生物多様性を確保する 

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

自然環境保全地域面積 11.1ha 11.1ha（現状維持） 
保存樹林面積 15,338 ㎡ 15,338 ㎡（現状維持） 
保存樹木指定本数 47 本 48 本 49 本 50 本 
環境学習講座や自然観察会への参加人数 3,756 人 3,800 人 3,850 人 3,900 人 

【町の取り組み】2-2-1 動植物の保全と生息環境の保全 
施策の方向性 具体的な取り組み 

多様な生物が生息・生育する
環境を保全・創出します 

みどりの基本計画に基づき緑や水辺を保全・創出します。 
緑地・河川・湧水等の自然環境の維持・保全に努めます。 
自然観察ができる場所の整備に努めます。 
保存樹林・樹木指定制度等による樹林・樹木の保全に努めます。 
町民参加による樹林・樹木の維持・管理活動への支援を行います。 
外来種や有害鳥獣に対する取り組みを進めます。 
緑地の保全やまちの中の緑化を推進します。 

まちの自然を知り、触れ合い、
保全する意識の向上を図りま
す 

定期的に町内の動植物の生息・生育状況を調査します。 
樹林地や樹木の分布に関する実態を把握します。 
自然とふれあう散策路を整備します。 
自然観察会の開催など、野生動植物に関する情報を提供し知識の普及を進めます。 

環境教育・環境学習を推進し
ます 

環境教育・学習に係る先進的な取り組み事例を研究し、学校や家庭、地域での取り組みに
反映します。 
学校への環境学習に係る出前授業、教材提供を行います。 
環境イベントの実施や環境に関する講演会などを実施します。 
【取り組み方針】2-3 歴史・文化を保全し、次世代へ継承する 

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

町内の指定・登録文化財の件数 22 件 25 件 26 件 27 件 
普及啓発活動等の参加者数 200 人 220 人 240 人 260 人 

【町の取り組み】2-3-1 歴史・文化環境の保全 
施策の方向性 具体的な取り組み 

貴重なまちの歴史・文化を保
全します 

重要文化財や埋蔵文化財を保全します。 
本町の貴重な文化遺産を保護・継承していくために、町民が郷土の歴史や伝統に対する理
解を深めるとともに、文化財に対する愛護意識の啓発・普及を図ります。 
本町の歴史に関する資料を調査、収集、保存し、講座や企画展示の開催、刊行物の発行等
の情報発信を行い、その活用を図ります。 
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【基本目標３】低炭素社会の実現に向けた地球温暖化対策を推進します 
【取り組み方針】3-1 省エネルギーを推進する 

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

町の事務事業に伴う電気使用量 
5,426ＭＷｈ 
（Ｈ２５実績を基準） 

5,317ＭＷｈ 5,209MWｈ 5,100ＭＷｈ 

町の事務事業に伴う CO2排出量 
2,681ｔ-CO₂ 
（Ｈ２５実績を基準） 

2,252ｔ-CO₂ 1,823ｔ-CO₂ 1,394ｔ-CO₂ 

上水使用量 5,992 千㎥ 現状以下の維持 
【町の取り組み】3-1-１省エネルギーの推進 

施策の方向性 具体的な取り組み 

町民、事業者に対する省エネ
ルギーに対する意識啓発を
推進します 

町民や事業者に対して、広報紙や町ホームページによる省エネルギーの意識啓発を図りま
す。 
エネルギー利用の見える化を促進します。 
中小事業所の環境マネジメントシステムの認証取得を支援します。 
湘南エコウェーブプロジェクトによる藤沢市・茅ヶ崎市と連携した各種取り組みを推進します。 

町の事務事業における省エ
ネルギーを推進します 

地球温暖化対策実行計画（行政編）に基づく省エネルギー行動の徹底を図ります。（空調や
照明の適正管理、節水等） 
公共施設の省エネ診断を実施します。 
公共施設におけるエネルギー利用の見える化を推進します。 
公用車におけるエコドライブ等を推進するとともに、更新の際にはより低公害な自動車への
移行を行います。 
町の実態に即した独自の環境マネジメントシステムの導入を検討します。 

省エネ機器の導入を推進し
ます 

公共施設における省エネ機器（設備、事務機器）の導入を推進します。 
家庭や事業所における省エネ機器の導入を進めます。 
【取り組み方針】3-2 再生可能エネルギーの利用を推進する 

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

町の公共施設における太陽光発電設備利用施設数 10 箇所 11 箇所以上 
【町の取り組み】3-2-1 再生可能エネルギーの利用の推進 

施策の方向性 具体的な取り組み 

家庭や事業所における再生
可能エネルギーの利用促進
に努めます 

太陽光発電設備の普及促進に係る周知啓発を図ります。 
再生可能エネルギーの導入に関する国や県の補助制度等の情報を収集し町民や事業者に
広く情報提供するとともに、町独自の補助制度の検討を進めます。 

公共施設における再生可能
エネルギーの活用を図ります 

公共施設における太陽光発電などの再生可能エネルギー設備の設置を検討します。 
再生可能エネルギーの導入に関する国や県の補助制度等の情報を収集し、公共施設への
導入にあたって、活用が可能か検討します。 
【取り組み方針】3-3 気候変動の影響に適応したまちをつくる 

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

自主防災訓練の実施回数 21 回 22 回 
【町の取り組み】3-3-1 自然災害対策の推進 

施策の方向性 具体的な取り組み 

水害対策を推進します 

河川や水路の改修、排水施設の整備、雨水流出抑制対策等を推進します。 
下水道管や貯留施設等の適切な維持管理を行います。 
雨水幹線等の整備を行います。 
町民、事業者へ洪水ハザードマップの周知徹底を図ります。 

水害に関する防災意識の向
上を図ります 

地域の自主防災組織の育成を促進し、防災訓練などを通じて、町民の水害に関する防災意
識の向上を図ります。 

【町の取り組み】3-3-2 健康対策の推進 
施策の方向性 具体的な取り組み 

熱中症対策を推進します 
小中学校、福祉施設等におけるエアコン設置を完備するとともに、適切な温度設定と機器の
維持管理に努めます。 
熱中症予防に係る情報提供や学習講座の開催を推進します。 

感染症対策を推進します 
感染症リスクに関する情報提供を行います。 
学校や保育所等における児童や園児の手洗い励行や給食の衛生管理の徹底を図ります。 

【町の取り組み】3-3-3 気候変動に伴う自然環境との関わりの把握 
施策の方向性 具体的な取り組み 

生態系の変化を把握します 
定期的に町内の動植物の生息・生育状況を調査します。【再掲】 
気候変動と生態系の変化に係る情報収集と提供に努めます。 
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【基本目標４】資源が循環する仕組みを構築します 
【取り組み方針】4-1 ごみの減量化や資源化を推進する 

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

一人 1日当たりのごみ排出量 784ｇ 729ｇ 725ｇ 721ｇ 
一人 1日当たり家庭系ごみ排出量 612ｇ 457ｇ 453ｇ 449ｇ 
リサイクル率 27.6％ 33.3％ｔ 35.8％ 39.9％ 
一般廃棄物の年間総排出量 13,888ｔ 12,598ｔ 12,528ｔ 12,459ｔ 

フリーマーケットの出店数 186 店舗 
238 店舗の維持 

（238 店舗はＨ27～R元年度の平均値） 
「不用品登録制度」の年間利用件数(※成立した件数) 31 件 34 件 37 件 40 件 

【町の取り組み】4-1-1 ４Ｒ（リフューズ・リデュース・リユース・リサイクル）の推進 
施策の方向性 具体的な取り組み 

ごみの発生量を抑制します 

生ごみ処理器（機）を普及推進するための広報を拡大します。 
生ごみ処理機器の購入補助等によるごみ減量化を推進します。 
学校給食の残りの堆肥化など、学校での率先的なごみ減量化を推進します。 
プラスチックごみ（レジ袋）の削減につながるマイバック運動を推進します。 
可燃ごみ及び廃プラスチック製容器包装の有料袋の継続及び見直しを推進します。 
事業者に対するごみの削減を周知啓発し指導を強化します。 
食品ロスを削減するための取り組みを推進します（3010 運動等）。 
ごみの発生抑制やリサイクルに関する児童向け及び自治会等への環境学習や出前講座へ
職員を派遣します。 
食品ロス削減などの協力店を充実させます。 

リユース・リサイクルを推進し
ます 

フリーマーケットの開催による不用品再利用を促進します。 
不用品登録制度を推進します。 
機関紙などを通じてより分かりやすいごみの出し方を周知啓発するとともに指導を行いま
す。 
廃棄物の回収・再資源化を促進します。 
家畜が排出する排泄物のリサイクルを促進します。 
【取り組み方針】4-2 ごみの適正管理・適正処理を推進する 

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

違反ごみの収集量 5,114ｋｇ 4,900ｋｇ 4,700ｋｇ 4,500ｋｇ 
【町の取り組み】4-2-1 ごみの適正管理・適正処理の推進 

施策の方向性 具体的な取り組み 
ごみの適正管理を推進します ごみの収集回数の適正化に努めます。 

ごみの適正処理を推進します 
広域化計画に基づく廃棄物の適正処理を推進します。 
農業用廃棄物の適正処理を支援します。 

【取り組み方針】4-3 水が循環するまちをつくる 

環境指標の項目 
現状及び基
準年度実績
値（R元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

雨水貯留施設設置助成件数（平成 24 年度以降の累計） 35 件 55 件 71 件 87 件 
【町の取り組み】4-3-1 水循環の推進 

施策の方向性 具体的な取り組み 

まちづくりにおける水循環を推
進します 

農地・樹林地を保全し、地下水の涵養を図ります。 
雨水の敷地内浸透の促進を図ります。 
道路排水の地下浸透を図ります。 
雨水貯留槽の設置や、浄化槽の転用を進め、雨水利用を促進します。 

地下水に係る情報収集、情報
提供を推進します 

地下水の揚水量、地下水位の状況を把握します。【再掲】 
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【基本目標５】快適で住みやすい都市環境を構築します 
【取り組み方針】5-1 都市の中の水辺や緑を創出する 

環境指標の項目 
現状及び基準
年度実績値（R

元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

都市計画区域面積に対する緑地の割合 28.2％ 28.2％（現状維持） 
1 人当たりの公園面積 3.9 ㎡ 3.9 ㎡ 4.0 ㎡ 4.1 ㎡ 
緑化活動ボランティア数 12 人 16 人 20 人 24 人 

河川を活用した事業実施回数（他団体との連携を含む） 13 回 
17 回の維持 

（17 回はＨ27～Ｒ元年度の平均値） 
小出川の多自然型河川工法等による整備延長 2,692.9ｍ 現状より増やす 
親水護岸の箇所数 2 箇所 2 箇所（現状維持） 

【町の取り組み】5-1-1 都市の中の水辺や緑の創出の推進 
施策の方向性 具体的な取り組み 

公共施設における緑の創出を
推進します 

公園整備、維持管理を進めます。 
街路樹など、緑地帯の適切な維持・管理を進めます。 
公共施設の緑化を進めます。 

町民、事業者の緑の創出を促
進します 

町民、事業者による緑化活動を推進します。 
開発時などにおける緑化を指導します。 

潤いある水辺の創出を推進し
ます 

河川改修工事において、関係機関へ必要に応じ環境配慮を求めます。 
農業用排水路などの整備において、水辺環境に配慮します。 
町内の湧水地を保全し、活用方法を検討します。 
河川沿道の緑道化を推進します。 

【取り組み方針】5-2 環境に配慮した交通インフラの整備などのまちづくりを推進する 

環境指標の項目 
現状及び基準
年度実績値（R

元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

町道維持工事着手率（90 路線） 93.3％ 96.6％ 98.9％ 100％ 
【町の取り組み】5-2-1 公共交通やインフラ等の整備 

施策の方向性 具体的な取り組み 

利便性が高く、環境負荷の低
減へ繋がる公共交通、インフラ
整備を推進します 

安全で歩きやすい歩道の整備を進めます。 
自転車が利用しやすい環境づくりを推進します。 
不法占有物や放置自転車に関する取り組みを行います。 
幹線道路網の整備により、生活道路への通過交通量を削減します。【再掲】 
道路の維持補修等による道路面の適正な維持・管理に努めます。【再掲】 
日常の通勤・通学や買い物などで利用しやすい交通ネットワークを形成します。 
公共自転車駐車場の利便性を向上し、自転車利用を促進します。 
まちの公共交通機関の充実を図るとともに、公共交通機関の利用を促進します。 
サイクルアンドバスライドの利用を促進します。 

【町の取り組み】5-2-2 地域整備における環境配慮 
施策の方向性 具体的な取り組み 

新たなまちづくりにあたって環
境配慮に努めます。 

ツインシティ倉見地区の整備にあたっては既存の農地や自然環境との調和に配慮するととも
に、地球環境にやさしい環境共生都市の実現を目指します。 

【取り組み方針】5-3 清潔で美しいまちをつくる 

環境指標の項目 
現状及び基準
年度実績値（R

元） 

達成目標 

前期 中期 後期 

不法投棄パトロールによる不法投棄箇所確認 3 箇所 2 箇所 1 箇所 0 箇所 
自主的な環境美化活動の回数 50 回 55 回 60 回 65 回 
環境美化活動の参加人数 
（美化キャンペーンへの参加も含む） 

4,580 人 4,600 人 4,650 人 4,700 人 

環境美化活動の実施団体等 41 団体 46 団体 49 団体 52 団体 
さむかわエコネットの環境活動における参加人数（目久尻川クリーン
作戦） 

187 人 200 人 215 人 230 人 

【町の取り組み】5-3-1 環境美化活動や不法投棄対策の推進 
施策の方向性 具体的な取り組み 

散乱ごみ対策を推進します 
ごみ集積場での散乱を防止します。 
ポイ捨て防止の啓発を進めます。 

不法投棄対策を推進します 
不法投棄パトロールを実施します。 
不法投棄箇所における看板設置などによる意識啓発活動を推進します。 

環境美化活動を促進します 

寒川町住みよい環境を守り育てるまちづくり条例に基づくまちの美化活動を推進します。 
自治会・企業・学校などでの環境美化活動等を支援します。 
まちぐるみ美化運動や河川美化キャンペーンなどの取り組みを推進します。 
ペットの適正な飼養方法について啓発します。（ペットの糞の放置禁止等） 

【町の取り組み】5-3-2 景観の保全 
施策の方向性 具体的な取り組み 

まちなかにおける美しい景観を
創出します 

寒川駅周辺における緑の空間の維持を推進します。 
遊休農地等を活用した景観作物の栽培などを進めます。 
土地区画整理事業に併せ地区整備計画を策定し、秩序ある土地利用を図ります。 

新たなまちづくりにおける美し
い景観を形成します 

ツインシティ倉見地区、田端西地区の整備など新たなまちづくりにあたっては、周辺環境と調
和する景観を形成します。 
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（３）重点プロジェクト 

本計画は令和 14 年度を目標とした 12 年間の長期的な計画となります。このため、速いスピー

ドで変化する環境を取り巻く社会情勢を勘案すると、着実な進行管理のもと、その時々の情勢に

見合った環境対策をフレキシブルに講じていく必要があります。 

そこで、現在の社会情勢や町の環境課題を勘案した課題を踏まえ、本計画の前期期間である令

和 3 年度から令和 6 年度の 4 年間で、着実に実施する町の取り組みを位置付けた以下の重点プロ

ジェクトを設定します。 

 

【水辺を中心としたまちをきれいにしよう！プロジェクト】 

（１）小出川を中心とした河川水質の改善・監視強化 

取り組み１ 目久尻川、小出川の水質調査（定期検査）の実施 

取り組み２ 小出川における流域自治体との水質調査情報交換による汚染源の特定と対策の検討 

（２）下水道整備の推進と接続の推進 

取り組み１ 未整備区域の下水道整備の推進 

取り組み２ 未接続家庭等への公共下水道への接続の推進 

（３）水辺を中心とした環境美化の推進 

取り組み１ 河川美化キャンペーンの実施 

取り組み２ 目久尻川クリーン作戦及び小出川クリーン作戦の実施（さむかわエコネット主催） 

取り組み３ まちぐるみ美化運動の実施 

取り組み４ 
河川美化キャンペーン、目久尻川・小出川クリーン作戦、まちぐるみ美化運動、その他環境美

化活動でのごみの収集量の削減 

（４）水辺の自然とのふれあいの推進 

取り組み１ 旧目久尻川ふるさと緑道等における動植物への配慮や観察に資する整備 

取り組み２ 自然観察の森における自然観察会の実施 

取り組み３ 川の生き物調査隊、野鳥観察会の実施 

取り組み４ 
自然環境に係るイベントへの参加人数の増進（川の生き物調査隊、野鳥観察会、目久尻川ふ

れあいウォーク） 

取り組み５ 町内に生息・生育する動植物調査の実施 

【二酸化炭素排出実質ゼロのまちキックオフ！プロジェクト】 

（１）公共施設における施設設備等の運用改善 

取り組み１ 中央熱源型空調機における高効率な運転方法への調整 

取り組み２ 庁舎等の照明の間引き、必要限度の照度への調整 

取り組み３ 空調機器のフィルター類の清掃頻度を上げた送風効率の向上 

（２）公共施設における施設設備等の更新 

取り組み１ 高効率ヒートポンプなど省エネルギー型の空調設備への更新 

取り組み２ 街路灯をはじめとする町有施設の照明の LED 化 

取り組み３ 国・県の補助事業等を積極的に活用した省エネ設備の導入 

（３）公共施設における再生可能エネルギーの導入 

取り組み１ 町の公共施設などへの太陽光発電設備等の導入 

（４）湘南エコウェーブプロジェクトの推進 

取り組み１ みどりの保全セミナー、親子環境バスツアーなどの各種環境学習事業を実施 

（５）再生可能エネルギー由来の電力調達による電力使用の低炭素化 

取り組み１ 町の公共施設における再生可能エネルギー由来の電力調達の導入 

（６）町民・事業者に対する省エネ行動や再生可能エネルギー導入の促進 

取り組み１ 広報紙における省エネ行動促進特集記事の掲載 

取り組み２ 町内事業所に対する神奈川県の省エネ診断事業等の積極的な紹介と受診促進 

取り組み３ 町独自の再生可能エネルギー導入に向けた補助制度の検討と実施 

（７）二酸化炭素の吸収源となる樹林地の保全 

取り組み１ 地域森林計画対象民有林面積の維持の促進 

取り組み２ 自然環境保全地域の指定の継続 

（８）都市緑化等による二酸化炭素の吸収源の創出 

取り組み１ 
街区公園などの身近な公園や、地区公園や運動公園などの大規模な公園、都市緑地、緑道

などの整備の推進 

取り組み２ 公共施設における緑地の維持の推進 

取り組み３ 民間施設における緑地の維持の促進 
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 令和５年度 さむかわの環境の概要 

 

 

 

 

 

 ここでは、健康な生活を送るには欠かせない、大気や水質環境の保全から騒音・振動・悪臭の

防止、有害物質の漏洩防止に資する取り組みを対象としており、その概要は次のとおりです。 

 

【1-1.空気と水をきれいにする】 

 ○大気調査 

町内の大気環境に係る調査を実施しており、近年は測定数値が環境基準内であることから、隔

年での調査としています。令和 5年度に実施した結果、環境指標のＮＯ₂（二酸化窒素）及びＳＰ

Ｍ（浮遊粒子状物質）の環境基準達成率は 100％となりました。光化学オキシダントについては、

測定期間 7 日間の内、2 調査地点において環境基準値を若干超過したものの、その他の項目につ

いては、環境基準値の範囲内となりました。 

大気の汚染原因として多く苦情が寄せられている屋外焼却行為（野焼き）に関しては、引き続

きホームページ等にて違法焼却の禁止啓発を行うとともに、野焼きを原因とする煙等の被害の相

談対応や、発生現場での原因究明と原因者への指導を徹底してまいります。 

○河川の水質 

河川等の水質改善については、重点プロジェクトにも位置付けています。毎月水質調査を実施

しており、目久尻川におけるＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）の環境基準適合率は 91.7％となり

ましたが、一之宮幹線（一之宮第 2 排水路）は前年度と比較して環境基準適合率が若干改善して

おり、また、小出川では依然として低い状態が続いています。 

小出川の水質改善については、神奈川県環境課と藤沢市、茅ヶ

崎市から構成される「小出川水質改善情報交換会」で、現状把握

や汚濁発生源のための調査、今後の取り組みについて協議を実施

しています。令和 6年度はこれまでの水質測定結果を踏まえて引

き続き水質の継続監視を行っていきます。 
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ＢＯＤ環境基準適合率の推移
一之宮幹線(一之宮第２排水路(弥生橋)) 目久尻川(宮山橋) 小出川（一ツ橋・大曲橋）

【基本目標１】健康で、安心して暮らせるまちを形成します 

小出川本流 

望ましい環境像「環境と人が共生し、次世代まで良好な環境が受け継がれ“新化”するま

ち さむかわ」の実現に向けて、５つの基本目標と、２つの重点プロジェクトに基づき実

施した令和５年度の取り組みの概要は次のとおりです。 

※この報告書では、町が各河川、水路において 1 年間を通じてＢＯＤを測定し、環境基準に適合した割合を「環境基準適合率」として 
算出、表示しています。 

年度 
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 ○汚水施設整備 

事業所排水や生活排水の流入を防ぎ、公共水域を保全するため、汚水施設整備を進めています。

令和 4年度は約 1.17ha の整備を実施し、公共下水道人口普及率は 93.58％となりました。引き続

き事業計画内の整備に向けた調査等を進めます。 

下水道への接続を促進させるため、下水道整備に伴い、新規に下水道に接続が可能となった方

を対象に、個別訪問を行い、助成金についての紹介等を行いました。また下水道未接続世帯へは

接続をお願いするチラシの配布などの接続促進を行いました。 

 

※公共下水道人口普及率は下水道処理区域の増減だけではなく、行政人口と処理区域内人口の増減により変動します。 

※公共下水道人口普及率＝処理区域内（下水道利用可能区域内）人口／町の総人口 

※水洗化率＝水洗化(下水道利用)人口/処理区域内(下水道利用可能区域内)人口 

  

【1-2.生活に不快感を与える騒音や悪臭等を防止する】 

 ○道路交通騒音・振動調査、臭気調査 

隔年で実施している道路交通騒音・振動調査、臭気調査について、令和 5年度の騒音・振動、

臭気の基準達成率がそれぞれ 100％となりました。騒音、振動、悪臭の公害苦情件数は前年度と

比較すると減少傾向で、公害苦情件数の総数も横ばいとなっています。 

なお、騒音の主な内容は飲食店のカラオケ等、振動は道路交通の振動、悪臭は飲食店の排気口

からの臭気等となっています。 
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 ○立入調査 

町内事業所へは、神奈川県湘南地域県政総合センター環境保全課と合同の立入調査を実施して

おり、現状を把握するとともに必要に応じて指導を行い、事前の公害防止に取り組みました。 

 

【1-3.災害・事故時等の生活環境対策を推進する】 

○災害・事故時等の連携体制 

災害・事故時等に発生しうる公害に対し、迅速な情報共有と適切な対応を行うため、一定規模

の事業所（32事業所）と環境保全協定を締結しています。 

○有害物質調査 

有害物質であるダイオキシン類の調査は、近年、環境基準値内にあることから、河川水質・底

質の調査を隔年とし、大気・土壌の調査については、4年に１回の調査としています。令和 5年

度は、河川水質・底質・大気・土壌のダイオキシン類の調査を実施し、いずれも各地点で環境基

準値を下回りました。 

 

 

 

ここでは、動植物やその生態系に関わる環境について、主に樹林や農地等の自然の保全や創造、

これらの周知啓発等や、環境学習の実施等を取り組みの対象としており、その概要は、次のとお

りです。 

 

【2-1.農地を保全し、農地の持つ環境保全機能を強化・活用する】 

令和元年度に 3.47ha あった遊休農地については、新たな就農者が優先的に利用権設定をしたこ

とにより 2.1ha となり、令和 4 年度より若干増となりましたが目標を達成しました。農地保全に

よる畑や水田の耕作面積の維持がヒートアイランド対策

にもつながります。なお、遊休農地の減少の大半は畑であ

り、水田の遊休農地が減少していないことが課題となって

いるため、水田を営む地権者に対する補助金の交付をはじ

めとした取り組みを行っています。 

今後も、農業体験や家庭菜園区画の利用促進等、町内就

農者数の増加に資する取り組みを実施し、農地の保全に取

り組んでいきます。 

 

 

【2-2.生きものの生息空間を保全し、生物多様性を確保する】 

 ○保存樹林・樹木 

保存樹林面積及び保存樹木指定本数について、令和 3年度より補助制度を再開しました。補助

制度再開に伴い、現状把握調査を実施した結果、保存樹林面積及び保存樹木指定本数における実

際の樹林面積や樹木本数は、減少していたことが分かりました。保存樹林及び保存樹木は個人所

有であるため、土地所有者の意向等による伐採が、主な減少理由となります。 

 

 

【基本目標２】歴史とともに育まれた自然と共生します 

一之宮愛児園の芋の苗植え体験 
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○自然観察ができる場所の整備 

さむかわエコネットの協力により、旧目久尻川ふるさと緑道の整備が行われ、生態系への影響

を考慮しながらのホタル復活プロジェクトが行われました。また、相模川の河川敷では桂川・相

模川流域協議会湘南地域協議会により絶滅危惧種のカワラノギクの圃場が整備され、保全活動が

行われました。 

○在来生物の保全 

 在来生物を脅かす特定外来生物のアライグマや重点対策外来種のハクビシンについては、町民

や団体等と連携した取り組みを進め、在来生物や農作物、生活上への被害防除に努めました。 

 また近年、タイワンリスが越の山等で目撃されている他、ナラ枯れによる被害が確認されてい

ます。今後は、町内におけるタイワンリスの生息状況やナラ枯れの分布状況の把握に努め、対策

を検討します。なお、ナラ枯れに関しては、町民の方からの通報を受け、樹木所有者に対して処

置方法を案内するなど広く周知を行っているところですが、引き続き発生状況や被害状況の収集

に努め、県等と連携して対応策を検討してまいります。 

 ○生物調査・イベントの実施 

町内の身近な生きものについて学ぶ環境学習である「川の生き物調査隊」や「野鳥観察会」を

町環境団体であるさむかわエコネットと協働し実施しています。令和 5年度は野鳥観察会を実施

し、数多くの野鳥を観察することができました。川の生き物調査隊は 5年ぶりの実施となりまし

たが、生き物を捕まえることなどが子どもたちに好評でした。 

さむかわエコネットが実施する「サギやま調査」や「川の自然調べ」「昆虫調査」について

は、当初の予定通り実施し調査を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

【2-3.歴史・文化を保全し、次世代へ継承する】 

 埋蔵文化財である大（応）神塚古墳における、開発に伴う埋蔵文化財の事前の試掘及び緊急の

発掘調査を実施し、保全に努めました。 

 寒川文書館で所蔵する記録資料を用いて、古文書講座、企画展、ミニ展示（Web 展示）を開催

しました。また、町の歴史に関する調査結果などをまとめた『寒川町史研究』第 35号を刊行し

ました。なお、サークル「古文書愛読会」が年間を通じて館蔵資料を用いた学習活動を行いまし

た。 

 

 

 

ここでは、地球温暖化防止対策に関わる省エネルギーや再生可能エネルギー利用の推進、気候

変動への適応についての取り組みを対象としており、その概要は、次のとおりです。 

 なお、環境報告書の冒頭の「はじめに」にでも触れましたが、気候変動リスクが高まる状況の

【基本目標３】低炭素社会の実現に向けた地球温暖化対策を推進します 

サギやま調査 川の自然調べ 昆虫調査 
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中で、不安定な国際情勢によるエネルギー価格の高騰や供給不足の不安から、省エネルギーの推

進をはじめ、この基本目標に掲げた取り組みの推進は喫緊の課題となっています。 

 

【3-1.省エネルギーを推進する】 

〇省エネルギー行動 

令和 5 年度も、町公共施設における主な省エネルギー機器の導入はありませんでしたが、省エ

ネ行動の一環として、町職員へ節電やクールビズ、ノーカーデーなどを啓発しました。 

これまでの町の省エネルギーの取り組みとして、平成 25 年度から LED 照明の導入を進めてお

り、今までに、町役場庁舎や各小中学校（主に体育館）、各公民館や消防本部、防犯灯などに導入

しました。（消防庁舎は令和 4年度から茅ヶ崎市の所管となりました。） 

〇LED 照明への切り替え 

LED 照明の寿命は長く、蛍光灯等の照明と比べ交換の回数が減るため、ごみの削減にもつながり

ます。総合体育館や総合図書館などの未導入施設につきましては、大規模改修などの機会に合わ

せて導入を検討してまいります。 

〇みどりのカーテンの設置 

みどりのカーテンを設置し、夏場の空調機使用抑制対策を行いました。設置したのは、町役場

庁舎と設置を希望した小学校に対してで、ゴーヤの種と有機培養土を配布しました。設置した施

設では、室内への直射日光を防ぐ手助けとなりました。 

 

【3-2.再生可能エネルギーの利用を推進する】 

○再生可能エネルギー比率 100％の電力（RE100）の使用開始 

低圧 39 施設に加えて、令和 5年度は、町役場庁舎、美化センター、町民センター、総合図書館、

南部文化福祉会館、北部文化福祉会館、各町立小中学校の高圧 14 施設で、新たに再生可能エネル

ギー比率 100％の電力（RE100）（電力使用にあたって二酸化炭素の排出を伴わない環境にやさしい

電力）の使用をスタートしました。町公共施設は、これまでに 54 施設が RE100 を導入したことに

なりますが、今後すべての町内公共施設に導入するため、各施設所管課と調整し、RE100 の調達を

進めてまいります。 

○寒川町ゼロカーボン推進対策設備等導入補助金の制度 

令和 4 年度より開始した再生可能エネルギー設備・省エネルギー機器の普及促進やゼロカーボ

ンドライブの推進を図るため、太陽光発電システムやエネファーム、蓄電池、電気自動車、プラ

グインハイブリッド車、燃料電池自動車を対象とした個人向け補助金について、電気料金の高騰

なども影響し、補助件数が令和 4年度の 74件から令和 5年度は 98 件に増となりました。 

○湘南エコウェーブの取り組み 

 藤沢市、茅ヶ崎市との 2 市 1 町で構成する湘南広域都市行政協議会広域環境部会（愛称：湘南

エコウェーブ）において、先進的なエネルギー技術を擁する企業を見学する「親子環境バスツア

ー」や秋の「環境バスツアー」の他、小学生を対象とした「みどりの保全セミナー～森の大切さ

を知ろう～」といった参加・体験型の環境学習事業を実施しました。また、気象予報士による地

球温暖化防止を考える講演会を実施しました。 
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 町役場の電気使用量及び二酸化炭素排出量における、町役場の二酸化炭素排出量については、

電気使用量のみによるものではなく、公用車のガソリン使用量等による二酸化炭素排出量も含ま

れています。令和 5 年度は、役場庁舎で使用する電気を二酸化炭素を排出しないものにしたこと

から、二酸化炭素排出量は大幅に減となりました。 

 

【3-3.気候変動の影響に適応したまちをつくる】 

近年、気候変動がもたらす猛暑や大雨などの自然災害が多発して

いる現状を受け、茅ヶ崎市と共同で「ゼロカーボンシティ」の内容

を盛り込んだ「茅ヶ崎市・寒川町気候非常事態宣言」を、表明しま

した。気候変動がもたらす災害等に対応していくため、今後も取り

組みを進めていきます。 

茅ヶ崎市と連携し、これらの災害に備えるため、自主防災訓練

の支援を実施しました。令和 5 年度は、実施回数が若干減ったも

のの、コロナ禍前の水準に戻っています。 

湘南エコウェーブにおいて、対面形式とオンライン形式で「気候変動に関する講演会」を NPO 法

人の気象予報士の方を講師としてお招きし実施し、地球温暖化とカーボンニュートラルについて

学ぶ機会を提供しました。 

また、茅ヶ崎市と同時開催で、総合体育館において「気候変動対策パネル展」を実施し、チラ

シと併せ湘南広域都市行政協議会の事務研究部会で作成した、SDGｓ啓発用のエコバックを配布す

るなど、気候変動の現状と個人でも取り組むことができる対策などについて周知・啓発を行いま

した。 

 

 

 

ここでは、ごみの減量や適正処理、リサイクルの推進に関わる取り組みと、水循環の確保や水

資源の保全に関する取り組みを対象としており、その概要は、次のとおりです。 

 

【4-1.ごみの減量化や資源化を推進する】  

可燃ごみの約半数が厨芥類（食品廃棄物）であることが分かっています。町では、厨芥類の減

量を目的としたキエーロ（消滅型生ごみ処理器）の販売を平成 26 年度から開始し、年間 10 台の

【基本目標４】資源が循環する仕組みを構築します 
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気候変動対策パネル展 
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販売を目標としています。令和 5年度は 16 台の購入をいただき、少しずつ家庭に導入されていま

す(累計 167 台)。 

また、ごみの減量化にご協力いただくため、町広報紙において生ごみの話題をあげ、「食品ロス」

を減らすべく「３キリ運動(使い切り、食べきり、水切り)」の周知を行った他、紙などの資源物

が可燃ごみとして多く出されているため、「ゴミ野ゲンゾウ見聞録」を町広報紙にはさみ込み、ご

みの分別方法などを啓発しました。 

令和 5年度のごみの年間総排出量は 12,661t となり、対前年度比 299t 減少しました。排出量の

内訳としては可燃ごみ、不燃ごみ、資源物、及び粗大ごみいずれも減少しており、リサイクル率

としては前年度から若干減少しています。町民の方や町内事業者のご協力により、町のごみ総排

出量は過去もっとも少なくなりました。今後もより一層ごみの減量化対策に努めてまいります。 

 

 

【4-2.ごみの適正管理・適正処理を推進する】 

 資源物の収集回数を月 1回から 2回へ変更し、ごみの収集回数の適正化をより推進することが

できるのかの検討を行うため令和 4年度に行った試験運用の結果を踏まえ、令和 7年度収集方法

変更に向けたごみ出しのサイズ・収集日程・指定収集袋の見直し検討を行いました。 

 

 

 

ここでは、緑や河川等の自然とふれあう場所の創出や快適な都市環境づくり、環境美化等に資

する取り組みを対象としており、その概要は、次のとおりです。 

  

【5-1.都市の中の水辺や緑を創出する】 

 町内の緑化活動ボランティア等と協力し、公園や河川等の緑とふれあう場所の維持管理を行っ

ています。令和 2年度に寒川町公園愛護会を立ち上げ、多くボランティアの方々が集まりまし

た。町内にある 43の公園や緑地等において、主に公園の美化活動、維持管理活動や公園愛護思

想の普及啓発に関する活動を行っている他、緑化フェアにおいて苗木の配布を行い、緑化啓発に

努めています。 
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【基本目標５】快適で住みやすい都市環境を構築します 
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【5-3.清潔で美しいまちをつくる】 

「住みよい環境を守り育てるまちづくり条例」について、町内小

中学生を対象に「住みよい環境を守り育てるまちづくりポスターコ

ンクール」を実施し、町民センターで展示会を実施しました。最優

秀作品を町発行の条例啓発ポスターのデザインとし、最近地域から

の苦情の多いポイ捨てや犬・猫のフン害に対応するため、条例の趣

旨を町民に広く啓発することを目的に、町内事業所や病院、コンビ

ニ等に配布しました。 

また、「ポイ捨て禁止」や「フン放置の禁止」啓発看板をこれら

の苦情の現場に設置した他、ポイ捨て等被害のご相談で来庁された

方へは、啓発看板を無償で配付しました。  

 自主的な美化活動を支援するため、無償でのごみ袋配布とごみの収

集を行う環境美化活動の制度について周知し、多くの団体や個人の方に利用していただくことが

できました。 

 

また、河川等の美化については、さむかわエコネットによる

クリーン作戦が行われています。令和 5年度は、天候にも恵ま

れ予定どおり目久尻川クリーン作戦を 7回、小出川クリーン作

戦を 1回実施できました。この他にも桂川・相模川流域協議会

湘南地域協議会により相模川河川敷において不法投棄されたご

みの片付けが行われました。 

 

 

 

 

 

第 3 次環境基本計画では町が目指す望ましい環境像「環境と人が共生し、次世代まで良好な環

境が受け継がれ“新化”するまち さむかわ」を 5 つの基本目標の取り組みにより実現するもの

です。 

一方で、本計画は令和 14 年度を目標とした 12 年間の長期的な計画となります。このため、速

いスピードで変化する環境を取り巻く社会情勢を勘案すると、着実な進行管理のもと、その時々

の情勢に見合った環境対策をフレキシブルに講じていく必要があります。 

 そこで、現在の社会情勢や町の環境課題を勘案した課題を踏まえ、本計画の前期期間である令

和 3年度から令和 6年度の 4年間で、基本目標 1「健康で、安心して暮らせるまちを形成します」

の中から「水質改善への取り組み」と基本目標 3「低炭素社会の実現に向けた地球温暖化対策を推

進します」の中から「二酸化炭素排出実質ゼロへの取り組み」をピックアップし、上記 2 つの取

り組みを重点プロジェクトとし、数値管理目標のもと取り組みを進めました。 

【重点プロジェクト】 

○水辺を中心としたまちをきれいにしよう！プロジェクト 

 ○二酸化炭素排出量実質ゼロのまちキックオフ！プロジェクト 

さむかわエコネット 目久尻川クリーン作戦 

条例啓発ポスター 
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４. 第 3次寒川町環境基本計画に示した取り組みの評価（令和 5年度） 

（１）基本目標の環境指標達成状況と取り組みに対する評価 

 

取り組み方針（例：1-1 空気と水をきれいにする）ごとに示した「環境指標」については、環境

指標ごとに令和 5 年度の実績値を確認し、下表①に示す「○↑→↓―」で分類し、取り組み方針

ごとに、下表②に示す環境指標の達成割合（環境指標の総数に対して、達成した環境指標の数の

割合）により評価しました。具体的には、計画に示した環境指標の達成割合が、「80％～100％」

が 5個、「60%以上 80%未満」が 4個、「40%以上 60%未満」が 0個、「20%以上 40%未満」が 2個、「0%

以上 20%未満」が 4個、「評価できない」が 0個でした。 

基本目標については、計画に示した「具体的な取り組み」について、その取り組みに関係のあ

る庁内各課が自己評価し、その平均により取り組み全体の評価を下表③のとおり評価しました。

具体的には、取り組み方針ごとに「具体的な取り組み」の評価の平均を求め、その平均により取

り組み全体の評価を行いました。その結果、「目標を達成」が 0 個、「ほぼ目標を達成」が 8 個、

「目標達成までには至らないが、状況は改善されている」が 7個、「取り組みを進めているが、状

況は改善されていない」が 0個、「取り組みはしていない」が 0個でした。 

基本目標の総合評価は、基本目標ごとに「②取り組み方針ごとの環境指標の達成割合の評価」

と「③取り組み全体の評価」を足し合わせた値の平均値を算出し、「③取り組み全体の評価」と同

様の評価区分で評価を行いました。その結果、「１.健康で、安心して暮らせるまちを形成します」

は評価 4、「２.歴史とともに育まれた自然と共生します」は評価 4、「３.低炭素社会の実現に向け

た地球温暖化対策を推進します」は評価 4、「４.資源が循環する仕組みを構築します」は評価 2、

「５.快適で住みやすい都市環境を構築します」は評価 3でした。 

 

①各環境指標の評価 

評価 評価の説明 R5 個数 前年度個数 

○ 前期（令和 6年度まで）の目標を既に達成している指標 33 21 

↑ 基準年度より前進している指標 9 14 

→ 基準年度と変わらない指標 4 4 

↓ 基準年度より後退している指標 13 10 

― 評価できない指標 0 10 

 

②取り組み方針ごとの環境指標の達成割合の評価 

評価 評価の説明 R5 個数 前年度個数 

５ 環境指標の達成割合が 80%～100% 5 3 

４ 環境指標の達成割合が 60%以上 80%未満 4 2 

３ 環境指標の達成割合が 40%以上 60%未満 0 0 

２ 環境指標の達成割合が 20%以上 40%未満 2 3 

１ 環境指標の達成割合が 0%以上 20%未満 4 6 

― 評価できない 0 1 

環境指標の達成割合＝「達成した環境指標の項目数（○の数）」／「環境指標の項目数」 

※環境指標の項目数：取り組み方針ごとに設定した環境指標の項目数 
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③取り組み全体の評価 

評価 評価の説明 R5 個数 前年度個数 

５ 目標を達成 0 0 

４ ほぼ目標を達成 8 7 

３ 目標達成までには至らないが、状況は改善されている 7 8 

２ 取り組みを進めているが、状況は改善されていない 0 0 

１ 取り組みはしていない 0 0 

「具体的な取り組み」の評価の区分も上記の表に同じ 

 

④基本目標の総合評価 

基本目標 R5 評価 前年度評価 

１.健康で、安心して暮らせるまちを形成します 4 4 

２.歴史とともに育まれた自然と共生します 4 3 

３.低炭素社会の実現に向けた地球温暖化対策を推進します 4 3 

４.資源が循環する仕組みを構築します 2 2 

５.快適で住みやすい都市環境を構築します 3 3 

基本目標の総合評価＝「①環境指標の評価」＋「②取組の全体の評価」/「①と②の評価の項目数」 

この「④基本目標の総合評価」の評価の区分も、「③取り組み全体の評価」の表に同じ 
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13 4 3 1 5 0 30.8% 2 4

6 4 1 1 0 0 66.7% 4 4

5 5 0 0 0 0 100.0% 5 4

4 3 0 0 1 0 75.0% 4 4

4 1 0 0 3 0 25.0% 2 4

2 2 0 0 0 0 100.0% 5 4

3 2 0 0 1 0 66.7% 4 3

1 1 0 0 0 0 100.0% 5 3

1 1 0 0 0 0 100.0% 5 4

4

4

4
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6 1 2 1 2 0 16.7% 1 3

1 0 0 0 1 0 0.0% 1 3

1 0 1 0 0 0 0.0% 1 4

6 5 1 0 0 0 83.3% 5 3

1 0 1 0 0 0 0.0% 1 3

5 3 0 1 1 0 60.0% 4 3

3

2
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30.8% 2

R5 R5

NO2 100% 100% 100% 100% 100%

100% 100% 100% 100% 100%

100% 100% 100% 80.0%

100% 100% 100% 94.44%

93.19% 94.60% 95.72% 96.85% 93.58%

29.2% 29.2% 37.5% 41.7% 0.0%

71.4% 71.4% 85.7% 100% 66.7%

4

3

4

4

4

4

4

97.59% 98.09% 98.49% 98.89% 98.05%

83.3% 91.7% 100% 100% 58.3%

100% 100% 100% 100% 91.7%
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4

4

3

4

4

3

4

3

4

4

4

4
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66.7% 4

R5 R5

100% 100% 100% 100% 100%

100% 100% 100% 100% 100%

100% 100% 100% 100% 100%

3

4

4

4

4

4

4

4

4
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4

3

4

4

4

4
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100.0% 5

R5 R5

0.031pg-
TEQ/

0.28pg-TEQ/

3.8pg-TEQ/g

4.9pg-TEQ/g

4

4

3

4

4

4

4

0.0081pg
-TEQ/

0.32pg-
TEQ/L

2.4pg-
TEQ/g

3.1pg-
TEQ/g

PRTR
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3

4

4

4

4
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75.0% 4

R5 R5

3.47ha 3.3ha 3.2ha 3.1ha 2.1ha

4

3

3

4

3

4

4

3

4

4
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25.0% 2

R5 R5

11.1ha 11.1ha

3

4

4

3

2

4

3

3

4

4

4

15.338
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3

4

4

4
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100.0% 5

R5 R5

4

4

4

4

4
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66.7% 4

R5 R5

5,426MWh

2,681t-CO2

3

2

3

4

3

2

2

3

5,317MW
h

5,209MW
h

5,100MW
h

6,075MW
h

2 CO CO CO
1,340t-
CO
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3

3

4

3
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100.0% 5

R5 R5

4

4

3

2

3
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100.0% 5

R5 R5

4

4

4

4

4

4

3

3

4
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3

3

4

4
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16.7% 1

R5 R5

27.6% 33.3% 35.8% 39.9% 27.6%

3

3

3

4

3

2

3

4

2

4

3

4

4

3

3
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0.0% 1

R5 R5

5,114kg 4,900kg 4,700kg 4,500kg

4

3

3

0.0% 1

R5 R5

4

4

4

3

4

3

4

2
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83.3% 5

R5 R5

28.2% 28.2%

2980m

3

4

3

3

3

3

3

3

2

3

40



0.0% 1

R5 R5

93.30% 96.60% 98.90% 100% 95.94%

4

4

4

3

4

3

4

3

3

2

3
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60.0% 4

R5 R5

3

3

3

4

4

4

4

4

3

3

3
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3

3

3
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（２）重点プロジェクトの評価 

 

重点プロジェクトについては、取り組みごとに示した数値管理目標により評価を行っています。

評価の結果、「数値管理目標を達成した」が 23 個、「数値管理目標をほぼ達成した（80％以上）」

が 4 個、「取り組みは実施したが、数値管理目標までには至らなかった」が 1 個、「取り組みは進

んでいない、取り組んでいない、後退した」が 2個、「評価できない」が 0個となっています。 

「数値管理目標を達成」及び「数値管理目標をほぼ達成」が 8割を超えた結果となりましたが、

「取り組みは進んでいない、取り組んでいない、後退した」数値管理目標が 2 個あったため、こ

れらについては、令和 6年度以降、確実に取り組みを進めていく必要があります。 

 

重点プロジェクトの評価 

評価 評価の説明 R5 個数 前年度個数 

◎ 数値管理目標を達成した 23 20 

〇 数値管理目標をほぼ達成した（80％以上） 4 4 

△ 取り組みは実施したが、数値管理目標までには至らなかった。 1 3 

× 取り組みは進んでいない、取り組んでいない、後退した 2 3 

― 評価できない 0 0 

 

① 水辺を中心としたまちをきれいにしよう！プロジェクトの総括評価 

合計 13 個ある取り組みの中で、10個の取り組みが数値管理目標を達成しました。 

川の生き物調査隊については、令和 4 年度も新型コロナウイルス感染症の影響により、やむを

得ず中止としましたが、令和 5 年度は 5 年ぶりに実施し、野鳥観察会の実施と合わせて実施回数

の数値管理目標を達成することができた他、自然環境に係るイベントへの参加人数の増進につい

ても数値管理目標をほぼ達成することができました。 

 また、未整備区域の下水道整備の促進についても、汚水本管工事 2件の実施により 0.07ha が整

備され、数値管理目標を達成することができました。 

一方で、目久尻川、小出川の水質調査の実施については、調査は実施しており数値管理目標は

達成しているものの、すべての調査地点において BOD の環境基準を超過した月があり、小出川を

中心とした河川水質の改善・監視強化や、下水道整備の推進や接続の推進に関する取り組みは、

引き続き行っていく必要があります。 

  

② 二酸化炭素排出実質ゼロのまちキックオフ！プロジェクトの総括評価 

合計 17 個ある取り組みの中で、13個の取り組みが数値管理目標を達成しました。 

この重点プロジェクトに関わる環境学習会としては、藤沢市・茅ヶ崎市と 2 市 1 町で地球温暖

化対策に取り組む湘南エコウェーブプロジェクトの中で、「みどりの保全セミナー」、「夏休みの企

業見学」、「秋の企業見学」の他、対面形式とオンライン形式のハイブリッド開催で「気候変動に

関する講演会」を実施しました。 

また、町の公共施設などへの太陽光発電設備等の導入として、新設された学校給食センターに

太陽光発電設備の設置があった他、令和 4 年度から開始した町独自の補助制度である寒川町ゼロ

カーボン推進対策設備等導入補助金は、当初の予定件数を大きく上回ることができました。今後

も引き続き取り組みを進めてまいります。 
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761.38
ha

761.38
ha

762.48
ha

32,115
kg

47,958 47,096
kg

761.38ha 761.66ha 762.17ha 762.17ha

54,000kg 53,500kg 53,000kg 52,500kg
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17.78
ha

15.56
ha

15.37
ha

18.81
ha

18.81
ha

18.81
ha

37.85
ha

37.85
ha

37.85
ha

10.29
ha

10.29
ha

10.29
ha

17.78ha 17.78ha 17.78ha 17.78ha

18.81ha 19.38ha 19.38ha 19.38ha

37.85ha 37.85ha 37.85ha 37.85ha

10.29ha 10.29ha 10.29ha 10.29ha
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